
【
日
時
】
─
2
0
2
2
年

※
開
場
は
開
演
の
45
分
前

12
月

3
日   

土   

開
演
18
時
30
分

4
日   

日  

開
演
13
時

▲
「
朝
鮮
通
信
使
絵
巻
（
文
化
度
）」    

     

資
料
提
供
／
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー

《
主
催
》
─ 

R
y
u
企
画

《
後
援
》
─ 

駐
大
阪
大
韓
民
国
領
事
館  

韓
国
文
化
院

　
　
　
　
N
P
O
法
人
朝
鮮
通
信
使
緑
地
連
絡
協
議
会

            

駐
神
戸
大
韓
民
国
総
領
事
館

            

公
益
社
団
法
人 

岡
山
県
文
化
連
盟

            

岡
山
韓
国
教
育
院

            

社
団
法
人 

韓
国
芸
術
文
化
団
体
総
連
合
会

         
                

日
本
関
西
支
部

             

社
団
法
人 

韓
国
舞
踊
協
会 

日
本
関
西
支
部

            

【
徳
島
】 

日
本
シ
ス
テ
ム
開
発
株
式
会
社            

《
助
成
》
─  

文
化
庁
「A

R
T

S for the future! 2

」

           
  

（
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
文
化
芸
術
活
動
の
再
興
支
援
事
業
）

 

第
1
部
　
朝
鮮
通
信
使
（
舞
物
語
）　 

　
　
　
　
第
2
部
　
日
本
と
韓
国
伝
統
芸
能

       

0
1
9
年
東
京
公
演
を
皮
切
り
に

日
韓
の
伝
統
芸
能
が
一
つ
の
舞
台
を
創
り
上
げ
る「
舞
物
語
」

4
0
0
年
前
、
岡
山
に
足
を
踏
み
入
れ
た
朝
鮮
通
信
使
の

歴
史
を
紐
解
き
、
過
去
か
ら
現
在
・
未
来
へ
新
し
い

日
韓
交
流
舞
台
の
幕
が
あ
が
る
‼

【
会
場
】
─
能
楽
堂
ホ
ー
ル tenjin

9
　
　
　                 

〒
7
0
0
─

0
8
1
4

　
　
　               

岡
山
県 

岡
山
市
北
区
天
神
町
9
─
24

in
岡
山

パ
ラ
ム
コ
ッ

舞
物
語

日
韓
伝
統
芸
能

交
流
舞
台

바
람
꽃 

춤 
이
야
기



金
春
江
（
キ
ム
・
チ
ュ
ン
ガ
ン
）

【
企
画
・
韓
国
伝
統
舞
踊
】

今
井
尋
也

【
演
出
・
演
奏
（
小
鼓
・
能
管
・
篠
笛
）】

李
美
香
（
イ
・
ミ
ヒ
ャ
ン
）

【
ヘ
グ
ム
】

金
秀
一
（
キ
ム
・
ス
イ
ル
）

【
ピ
リ
・
チ
ャ
ン
ゴ
】

曺
永
姫
（
チ
ョ
・
ヨ
ン
ヒ
）

【
韓
国
伝
統
舞
踊
】

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
じ
め
に
　   

岡
山
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
に
つ
い
て
の

           

　  

レ
ク
チ
ャ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第

1
部
　
舞
物
語
「
朝
鮮
通
信
使
」

企
画
／
金
春
江
、
脚
本
／
李
哉
尙
（
イ
・
ジ
ェ
サ
ン
）、
演
出

／
今
井
尋
也
。
本
作
品
は
日
本
と
韓
国
の
伝
統
文
化
・
芸
能

の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
す
る
と
共
に
、〈
日
本
舞
踊
と
韓
国
舞

踊
〉、〈
小
鼓
と
チ
ャ
ン
ゴ
〉
な
ど
隣
国
に
あ
り
な
が
ら
似
て

非
な
る
芸
能
の
真
髄
が
交
流
す
る
。

第

2 

部
　
日
本
と
韓
国
伝
統
芸
能

僧
舞

日
韓
コ
ラ
ボ
音
楽

教
坊
舞

サ
ム
ル
ノ
リ
曺
永
姫
バ
ー
ジ
ョ
ン

岡山市民
会館

岡山城

表町
入口

桃太郎通り

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

西
川
緑
道
公
園

JR
岡
山
駅

RSKイノベイティブ・メディアセンター
能楽堂ホール tenjin9（テンジンナイン）

岡山シンフォニー
ホール

岡山市立
オリエント美術館

城下

RSK本社前・
美術館前

岡山県立
美術館

岡山
後楽園

【
会
場
ア
ク
セ
ス
】

●
JR
岡
山
駅
か
ら
徒
歩
で
約
15
分

●
路
面
電
車
／
「
東
山
」
行
き
約
5
分
、　「
城
下

（
し
ろ
し
た
）」
下
車
、
徒
歩
2
分

●
宇
野
バ
ス
／
「
片
上
方
面 

瀬
戸
駅
、
四
御
神
」

　
行
き
、「
表
町
入
口
」
下
車
、
徒
歩
2
分

●
岡
電
バ
ス
／
「
藤
原
団
地
」
行
き
、「
R
S
K

本
社
前
・
美
術
館
前
」
下
車
、
徒
歩
1
分

●
循
環
バ
ス
め
ぐ
り
ん
／
「
表
町
入
口
」
下
車
、

徒
歩
2
分

※
当
施
設
に
は
来
場
者
用
駐
車
場
・
駐
輪
場
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
周
辺
の
駐
車
場
・
駐
輪
場
施

設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

金
オ
ル
（
キ
ム
・
オ
ル
）

【
カ
ヤ
グ
ム
】

◆
朝
鮮
通
信
使
と
岡
山
（
岡
山
県
瀬
戸
内
牛
窓
町
）

朝
鮮
通
信
使
（
1
6
0
7
年
～
1
8
1
1
年
） 

は
、

江
戸
幕
府
の
招
聘
に
よ
り
朝
鮮
国
か
ら
日
本
国

へ
派
遣
さ
れ
た
外
交
使
節
団
。 

朝
鮮
通
信
使
は
12
回
来
日
し
、
そ
の
う
ち
9
回

は
牛
窓（
本
蓮
寺
に
4
回
）に
宿
泊
し
ま
し
た
。

現
在
牛
窓
で
は
、

日
韓
交
流
を
目
的

と
し
た
朝
鮮
通
信

使
再
現
行
列
を
30

年
近
く
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

◆
「
パ
ラ
ム
コ
ッ
舞
物
語
」

                  

〜
朝
鮮
通
信
使
〜
◆

3
年
前
の
初
公
演
〈
바
람
パ
ラ
ム
【
風
】
＋
꽃
コ
ッ
【
花
】

─
風
に
負
け
ず
凛
と
咲
く
花
の
様
に
〉
強
く
優
し
く
、
豊
か

に
咲
く
人
間
模
様
の
総
称
と
し
て
日
韓
伝
統
芸
能
交
流
舞
台
・

パ
ラ
ム
コ
ッ
舞
物
語
「
朝
鮮
通
信
使
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

朝
鮮
通
信
使
の
足
跡
を
辿
り
両
国
の
伝
統
音
楽
と
舞
で
時
空

を
超
え
た
日
韓
親
善
舞
台
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

【
チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
自
由
）】

前
売
券
＝
5
0
0
0
円

【
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

K
azan

 office

ry
u
k
ik

ak
u
358@

g
m

ail.com
【
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
】

カ
ル
テ
ッ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
　

前回公演より

【
企
画
】
─
金
春
江
（
キ
ム
・
チ
ュ
ン
ガ
ン
）

【
脚
本
】
─
李
哉
尙
（
イ
・
ジ
ェ
サ
ン
）

【
演
出
】
─
今
井
尋
也

【
制
作
】
─
市
川
喜
愛
瑠［
株
式
会
社K

azan office.

］

              

高
橋
省
二

【
舞
台
ス
タ
ッ
フ
】
─
マ
リ
エ 

他
　

【
舞
踊
按
舞
指
導
】
─ 

李
重
奎（
イ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ュ
）

                  

韓
国
伝
統
芸
楽
院
ヌ
リ
チ
ュ
ン
ト
代
表

【
フ
ラ
イ
ヤ
ー
デ
ザ
イ
ン
】
─
小
笠
原
幸
介

                  
  

0
7
0
─

8
3
4
7
─

6
5
1
5

　
　
　                 

（
受
付
＝
平
日
10
時
～
17
時
）

文
鈴
子
（
ム
ン
・
ヨ
ン
ジ
ャ
）

洪
純
一
（
ホ
ン
・
ス
ニ
ル
）

木
下
直
子

白
神
和
子

尾
﨑
眞
弓

宋
恵
珍
（
ソ
ン
・
へ
ジ
ン
）

【曺永姫韓国伝統舞踊研究所】

【
出
演
】


